
 

 
 

2020 年 6 月 23 日 
 

クリニック向け経営分析サービス『CLINIC BOARD』が、 

経済産業省の推進する「IT 導入補助金」対象ツールに登録！ 

～サービス導入にかかる費用が補助され、クリニックの経営から患者のフォローまで支援～ 
 
株式会社エムティーアイは、経済産業省が推進する、サービス等生産性向上 IT 導入支援事業「IT 導入補助金

2020」※1 において、IT 導入支援事業者に採択されました。 

これにより、当社が提供するクリニックの経営指標を可視化する経営分析サービス『CLINIC BOARD（ク

リニックボード）』が「IT 導入補助金 2020」の対象ツールに登録され、サービス導入にかかる費用（ソフト

ウェア費・導入関連費）の補助金※2 の交付申請が可能となります。 
 

◆クリニックの経営を多角的に支援する『CLINIC BOARD』が「IT 導入補助金 2020」の対象ツールに登録！  

新型コロナウイルス感染症による外出自粛などの影響により、新型コロナウイルス感染症の診療を実施していな

い一般のクリニックや薬局などでは患者数が減少しており、当社が行ったアンケート調査※3 でも、約 9 割の医療機

関が 4 月度の患者数・売上が昨年対比でマイナスになっていると回答しています。また、困っていることとして最も多

かった回答は「患者数の減少」81.3％となるなど、経営状況が厳しいことが伺える結果となりました。 

今回、クリニックの経営指標を可視化する経営分析サービス『CLINIC BOARD』が「IT 導入補助金 2020」

の対象ツールに登録されたことで、サービス導入にかかる費用（ソフトウェア費・導入関連費）の補助金※2

の交付申請が可能となり、利用するクリニックの生産性向上を支援します。 
 

【補助金申請スケジュール】 ・第 4 次申請締切日：6/26(金)17:00（予定） ・第 5 次申請締切日：7/10(金)17:00（予定） 
 
◆『CLINIC BOARD』で経営の分析から来院誘導まで、患者数減少に悩むクリニックを手厚くサポート！ 

『CLINIC BOARD』は、クリニック（診療所）向けの経営

分析・PRM（ペイシェント リレーションシップ マネジメント）

支援システムで、これまで診療報酬請求以外で使われて

こなかったオンライン請求用のレセプトファイルをアップロ

ードするだけで、医業収益や患者来院状況（リピート数や

新規、年代別来院数など）などから、自動で経営状況の分

析が可能です。2020 年 6 月現在で、累計 1,320 万件を

超える患者データを取り扱っています。また、条件を設定

し患者の来院履歴を可視化することで、定期的な通院を

中断している患者の自動抽出が可能となるため、来院誘

導などのフォローが実施でき、患者数の減少に悩むクリニ

ックをサポートします。 
 
＜『CLINIC BOARD』主な機能＞ 

●テータ入力：レセプトデータ、自費その他、患者郵便番

号、日計表、新患認知経路 

●ダッシュボード：医業収益増減の要因分析、年次・月次別の患者数、診療単価などの確認 

●特徴分析：診療行為、傷病名、年代、保険種別、曜日・時間帯などによる分析 

●患者支援：自動で患者来院状況を把握 

『CLINIC BOARD』の詳細についてはこちら ：https://clinicboard.jp/   
 
※1：IT 導入補助金：中小企業や小規模事業者などが IT ツールを導入する経費の一部を補助することで、生産性の向上を図る制度 
※2：IT 導入補助金の詳細はこちら： https://www.it-hojo.jp/tokubetsuwaku/ 
※3：エムティーアイによる WEB 調査 実施期間：2020 年 5 月 1 日から 2020 年 5 月 10 日 調査対象：医療機関の医療従事者：48 人 

報道関係の方からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ 広報室 

TEL ： 03-5333-6755   FAX ： 03-3320-0189 

E-mail：mtipr@mti.co.jp  URL：http://www.mti.co.jp 

『CLINIC BOARD』導入に関するお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ ヘルスケア事業本部  

クリニックボード事業推進室 

TEL：03-5333-6056  E-mail：info@clinicboard.jp  


